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な活動であるとともに、その価値を高めるための改善・発展の方略を探索する体系的な活

動です。「教育的価値」は次の三つの観点から評価できます。まず何かがよくなる「改善・

向上」があげられます。そして、「個性・全人性」が強調されています。さらに何よりも、

教師と学生の「誠意・熱意」が重要です。この三っすべてが重要であり、一つでも欠ける

と教育的価値が損なわれます。従来評価というと、学生評価だけを考えてきました。その

ために今までの評価に関する本は学生評価に関するものでした。しかし最近では、次の六

つの分野も教育評価として重視されています。中でも教員評価が重視されています。また、

韓国教育課程評価院が設立されてからは、教育課程評価に対しても深く研究しています。

その他、教育プログラム評価や学校及び機関評価も行われています。機関とは大学と塾を

指します。教育をとりまく教育環境や教育政策についても活発に研究がなされています。

|スライド 13~151

次は、遂行評価の導入及び定着について発表します。まず遂行評価について説明します。

遂行評価とは、教師が、学生が学習課題を遂行する過程やその結果を観察し、その学生の

知識、技能、態度などに対して専門的に判断する評価方式であります。遂行評価とは一つ

の方法であるだけではなく、一つのパラダイムです。すなわち、真理観、哲学的な根拠~

時代的状況、学習観、評価体制、評価内容、評価方法、教師の役割、学生の役割、教科書

の役割、教授・学習活動において従来の評価体制とは異なります。時代的状況については、

産業化時代ではなく今の情報化時代を対象としています。評価体制についても、従来の評

価は相対評価、量的評価、選抜型評価でありましたが、絶対評価、質的評価、助言型評価

に変わっています。教師の役割については、従来は知識の伝達者でありましたが、遂行評

価では学習の案内者・促進者とされています。教授・学習活動でも、従来は教師中心で認

知的領域を中心として、暗記を主として基本的な学習の能力が強調されていました。しか

し遂行評価では、学生を中心として、知・情・体すべてを強調し、探究中心で創意や高次

の思考機能を強調します。

|スライド 16~1~

遂行評価の特徴は七つに分けて考えることができます。①教師の専門的判断に大きく依

存します。②学生自らが答えを作成し、行動で表現します。そして⑥全人的評価や集団を

対象とした評価をします。つまりベア学習やグループ学習の過程や成果も重視します。ま

た⑦学生個人の変化・発達過程を総合的、全体的、継続的に評価します。遂行評価の必要

性については次の 5点にまとめられます。①知識・情報化時代で要求される思考の多様性、

創意性の伸張、②多様な側面の能力に対する継続的な評価及び教授・学習活動の改善、③

知っている知識を実際に適用できるかの把握、④学習者に意味がある学習活動の付与、⑤

評価方法の多様化、専門化、特性化です。実際の状況をみるために、特に面接法や口頭試

験、討論法が広く使用されています。
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区2王亘
この遂行評価の政策導入及び推進過程について発表します。1994年から遂行評価の必要

性が理論的に主張されました。 1994年は北朝鮮の前国家主席の金日成(キム・イルソン)

が亡くなった年です。韓国で金泳三(キム・ヨンサム)大統領が新しい大統領になってか

らは、教育全般にわたって教育改革が行われました。その時重要視されたのは、遂行評価

のパラダイムでした。 1996年には『初等学校の新しい評価制度による遂行評価の理論と実

際』という本が全国の先生に配府されました。 1997年にはソウル市を中心に「初等教育の

新しい波」運動が行われ、初等学校で遂行評価が初めて行われました。そしてこの年の教

員採用試験からは、従来の選択肢問題に加えて論述試験が課されるようになりました。大

学でも、論述試験と面接試験が重視されるようになりました。中学校でも遂行評価を導入

するために、 1998年には教育部が「教育ビジョン 2002:新学校文化創造」を公表しまし

た。 1999年には、すべての学校段階で遂行評価が行われるようになり、教育部が公表した

『学校生活記録部伝算処理及び管理指針』に基づいて成績づけがなされるようになりまし

た。

|スライド 20~2刻

さらに、学生評価のみならず教員評価にも遂行評価が導入されるようになりました。教

員能力開発評価が導入され、実行されました。 1999年からはすべての学校段階で遂行評価

を行うことにしたので、遂行評価ができない先生の中には辞職する先生もいました。その

後、教員評価に関する様々な政策が立てられました。加05年からは教員能力開発評価とい

う政策が実施されています。一番重要なところは評価の方法であり、今までは管理者が評

価していましたが、多面評価となり、校長や教頭のみならず教師や学生、保護者が評価に

加わるようになりました。そして教員任用試験の制度も変わり、論述試験や面接試験など

により、遂行評価で授業ができるかを確認しております。そのため教員養成機関では、論

述試験対策の教育が重視されています。

|スライド 23~2到

また、 1990年からは、学校や教育機関に対しても評価が行われています。その際、教育

の計画を立てるだけではなく、それを実行し、その成果を出せるかを測定することが重要

だと考えています。 10年間行われている学校評価の目的は、学校の教育改善を支援するた

めの現状診断です。今までの学校評価では書面で評価していましたが、最近では学校を訪

問し、どのように教えているかをみています。市・道教育庁に対する評価も 1996年から

行われています。韓国の 16の市を直接訪問して評価しています。私も評価委員だったの

で、全国を回って市・道教育庁の評価を行いました。
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記録：細尾　萌子（教育方法学講座　Ｍ２）

|スライド 30~331

次に教育政策についてお話します。近年多元的な観点を考慮した評価が必要祝されてい

ます。今までは教育当局(Au白崎町ity)が評価を行っていました。しかし最近では、教育の需

要者(User)や供給者 (P四市ider)、専門家(Professional)の観点も重視されています。そし

て教育政策を行う際にはこの四っすべてを考慮する必要があるとしてされています。この

四つの観点を考慮した評価のモデルは、英語の頭文字をとって、 PUPAモデルと呼ばれて

います。そして PUPAモデルの意義としては、利害関係者の立場と意見を十分に反映し、

利害関係者の合意点を模索できることがあげられます。また、利害関係者の共同体である

教育共同体の発展にも寄与しています。

区2王亘
続いて、李明博(イ・ミョンパッ)大統領の教育評価改革についてお話します。教育分

野の改革のキーワードは、自律、責務、競争、成呆、教育自治、先進化です。個人的側面

では、入試における無意味な苦痛の緩和、私教育費の負担縮小、学校選択権の保障です。

学校の側面では、学校の自律的力量強化、多様な教育プログラム運営能力強化、学校の責

務性強化です。国家的側面では、規制緩和、地方分権、情報提供、支援強化です。

|スライド 35~3司

そしてこのキーワードに基づき、三つの教育評価改革法案が出されています。一つ目は

大学入試の 3段階の自律化です。まず学生部及び「修学能力試験(つまり、日本でいう大

学入試)Jの結果の反映方法を自律化しました。また修学能力試験は従来 7科目であった

のが 5科目、 4科目と縮小されています。さらに大学の完全自律化を求めています。二つ

目は基礎学力責任制です。初等 3年で基礎学力診断評価のための試験を、初等 6年、中学

3年、高校 1年で国家水準学業成就度評価のための試験を行っています。三つ目は学校の

情報公示制です。学校運営に関する規定、学生変動状況、教科別学習に関する事項、国家

水準学業成就度評価結果、学生充員率、就業率などの情報をインターネットで公表してい

ます。そして、初・中・高の学校別学力調査の結果や校内暴力状況、疎外階層比率などを

公開しています。

区芝王国
最後に、グローバル化時代において韓国で行われている教育評価は次のようなものです。

教育評価の研究対象の拡大、教育評価研究方法の多様化、教育評価専門家の体系的な養成、

新しい教育評価理論と実践の開発・普及をしています。また、グローパル化時代である現

在の状況を鑑みて、国家間交流の拡大や相互理解及び協力の増進にもカを入れています。

ご静聴ありがとうございました。
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